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 2015 年 になって、あっという間 に半 年

が経 ちました。この間 せっかく診 療 所 だ

よりの原 稿 をあげたと思 ったら、また依 頼

が回 ってきました。昔 は文 章 を書 くのは

それほど苦 ではなく、楽 しく書 いていたの

で す が 、 最 近 は 日 々 の 忙 し さ と 加 齢 の

「シナジー効 果 」で、文 章 を書 くのが苦

痛 になってきました。ギャグもなかなか浮

かびません。また、世 間 は妙 にざわつい

ています。自 然 界 では日 本 各 地 で噴 火

や地 震 が相 次 ぎ、政 界 では憲 法 違 反 と

専 門 家 が 言 っ て い る の に も 関 わ ら ず 危

険 な法 案 が数 の論 理 で通 過 しようとして

います。消 費 税 も福 祉 に回 すといいなが

ら、ちっともまわってくる気 配 がなく、医 療

費 はさらに厳 しく抑 制 されそうです。そう

した落 ち着 かない世 情 を反 映 し、当 院 の

患 者 さんもちっとも落 ち着 きません（筆 者

の 医 療 レ ベ ル の 問 題 も あ る か も し れ ま せ ん

が・・・）。閑 話 休 題 。2015 年 の上 半 期 を

振 り返 ってみたいと思 います。 

 

【 「 ゴ ー ル デ ン ウ イ ー ク 」 な ん て 誰 が 呼

ん だ の ？  ～ 連 休 明 け 、 入 院 相 次

ぐ ～ 】  

 別 の診 療 所 にも勤 める某 先 生 がポツリ

といいました。「ここの患 者 さんは本 当 に

大 変 ですね。こんなにしょっちゅう入 院 先

を探 している診 療 所 はないですよ」。 

 もう 10 年 以 上 も診 療 所 にいると、「これ

が日 常 」になっているのですっかり忘 れて

いましたが、やっぱりここの診 療 所 は内

科 、精 神 科 を問 わずハイリスクな人 が多

いようです。少 なくとも週 に１人 は入 院 先

を探 して電 話 をかけまくるということが日

常 になっておりますが、特 に、例 年 、長

期 休 暇 の後 に患 者 さんの体 調 や精 神 状

態 が崩 れて、対 応 に困 ることが多 いので

す。 

 今 年 の GW も例 に漏 れずひどい状 態

でした。休 みが終 わって診 療 所 を開 けて

みると、週 に６人 もの入 院 が必 要 で、そ

んな状 況 を目 の当 たりにすると、長 期 休

暇 なんてない無 い方 がいいと思 ってしま

うぐらいです。 

 寿 に不 安 定 な人 を結 果 的 に集 めてし

まっている横 浜 市 の構 造 上 の問 題 、また、

そうした不 安 定 な方 々が高 齢 化 によりさ

らに悪 化 しやすくなっているということが

あるでしょう。「いったいどこがゴールデン

なんだい？」と愚 痴 の一 つも言 いたくなり
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ますが、そんなことを言 ってもしょうがあり

ませんね。 

 今 後 も、こうしたハイリスクの患 者 さんを

診 ていくためにも自 らの健 康 に気 をつけ、

空 手 の練 習 、筋 トレをしながら、みんなで

頑 張 っていきたいと思 います。今 後 もよ

ろしくお願 いします。 

 

【 弓 野 先 生 タ ン ザ ニ ア へ 旅 立 つ ！ 】  

 2011 年 10 月 より当 院 に勤 めてくださっ

た弓 野 先 生 が、タンザニアに旅 立 ちまし

た。もともと海 外 医 療 を志 し、そのために

家 庭 医 として研 鑽 を積 んでいらっしゃっ

たのですが、機 が熟 し、いよいよ 4 月 より

旅 立 ちました。 

 当 院 の患 者 さんの中 では「診 察 室 へ、

どうぞ⤴」というキュートな声 に癒 されて、

それを聴 きに通 院 されている患 者 さんも

いると聞 きました。でも、そんな声 も聴 け

なくなるということで、かなりがっかりした

患 者 さんも多 いことだと思 っています。し

かし、一 度 きりの人 生 です。診 療 所 とし

ては痛 手 ではありますが、人 間 としては

先 生 の夢 を遠 い日 本 から応 援 したいと

思 います。体 に気 を付 けて頑 張 ってきて

ください。 

 

【 熊 倉 先 生 が 水 曜 日 午 後 半 日 に な り

ま し た 】  

 いままで、毎 週 水 曜 日 に１日 勤 務 だっ

た熊 倉 先 生 が、4 月 から午 後 の半 日 に

なりました。臨 床 と研 究 の２足 のわらじを

履 いてがんばっている先 生 は、多 忙 な中

でも、「それでも寿 で働 きたい」とのことで、

忙 しい中 を縫 って続 けてくださるとのこと

です。 

 半 日 にはなりましたが、診 療 所 をこれか

らもよろしくお願 いします。 

 

【 診 療 所 の レ イ ア ウ ト か え ま し た 】  

 待 合 室 から見 たときは気 が付 かないか

もしれませんが、4 月 から診 療 所 のレイア

ウトが若 干 変 わりました。診 療 所 では最

近 は車 いすの患 者 さんが増 え、また、診

察 の途 中 で救 急 車 のストレッチャーが入

ってくることもしばしばです。以 前 は、処

置 室 前 でかなり渋 滞 してしまうこともしば

しば見 られておりました。このままではま

ずいということでレイアウトを変 更 しました。

ついでにたまったゴミも廃 棄 し（ 僕 の 周 囲

だ け か もしれ ま せ ん が ）、少 しすっきりした感

じになったと思 います。 

 今 後 も、気 が付 いたところから、少 しず

つは改 善 を図 っていきたいと思 います。

もし、お気 づきの点 がありましたらスタッフ

にお知 らせください。 

 

【 し ら ふ の 会 順 調 で す 】  

 昨 年 の 9 月 にはじまった、診 療 所 のア

ルコールプログラム「しらふの会 」は順 調

に進 行 しています。寿 の患 者 さんでもで

きる CBT というコンセプトで作 業 療 法 士

の郡 司 さんを中 心 に試 行 錯 誤 で続 けて
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います。 

 いままで自 分 の感 情 を話 せなかったり、

「飲 んでません！」しか言 えなかった人 た

ちも、だんだん正 直 に感 情 を言 葉 にでき

るようになってきました。また、少 しずつで

はありますが、飲 酒 の量 が減 ったり、減 ら

さないといけないと語 る方 が徐 々に増 え、

成 果 を実 感 しております。 

 最 近 、アディクション業 界 では、長 期 的

な予 後 （ 結 果 ）を考 えると、薬 やアルコー

ルを「やめること」「やめさせること」よりも、

まずは安 心 できる環 境 、信 頼 関 係 を作 る

ことを重 視 し、「治 療 の継 続 こそが大 切 」

であると言 われています。それは、長 期

的 な視 点 でみると、治 療 につながってい

ることこそが生 き延 びていくために必 要 な

ことだからです。 

 そういう意 味 では、しらふの会 は比 較 的

継 続 率 も高 く、いまのところいい線 いって

いるのではと思 っております。初 めは不

慣 れで戸 惑 っていたスタッフも、だんだん

慣 れてきており、今 後 も継 続 し発 展 でき

れば良 いなあと思 っております。 

 

【 寿 の 在 野 の 哲 人 、 西 川 紀 光 さ ん が

亡 く な り ま し た 】  

 以 前 、この診 療 所 だよりでも紹 介 した、

寿 町 の在 野 の哲 学 者 で、『毎 日 あほうだ

んす』（トム・ギル著 、キョートット出 版 ）の主 人

公 である西 川 紀 光 さんが、6 月 初 めに亡

くなられました。 

 昨 年 、本 が出 版 された直 後 は、トム・ギ

ル先 生 とトークセッションしながら本 を売

るなど元 気 な様 子 でしたが、その後 体 調

を崩 され、闘 病 生 活 を続 けていらっしゃ

いました。そして 6 月 初 めに永 眠 されまし

た。 

 少 し落 胆 しながらネットを検 索 していた

ところ、先 日 高 橋 源 一 郎 さんが、この本

の書 評 を書 いているのを発 見 しました。

さすが源 一 郎 先 生 。書 評 が素 敵 だった

ので一 部 引 用 してご紹 介 します。 

 

ギルさんが聞 き間 違 えた「あほうダン

ス」こそ、西 川 さんの存 在 のもっとも

奥 深 くを示 す言 葉 だったように思 え

る。完 全 な自 由 に見 える西 川 さんは、

自 由 がその裏 側 に巨 大 な拘 束 を抱

えていることを知 っている。わたした

ちはどうだろうか。西 川 さんのように

自 由 だろうか。いや、自 由 ではないこ

とは知 っていても、その自 由 ではない

ことの裏 側 にある、巨 大 な拘 束 につ

いて知 ろうとさえしないのではあるま

いか。 

 

 西 川 さんのご冥 福 を心 よりお祈 り申 し

上 げます。 

（鈴 木  伸 ） 
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 診 療 所 にてアルコール依 存 症 の方 への

プ ロ グ ラ ム 「 し ら ふ の 会 」 を 昨 年 の ９ 月 よ り

開 催 しています。 

 「しらふの会 」ではミーティング形 式 で進

行 し ま す が 、 お 茶 と お 菓 子 を 提 供 し 和 や

かな雰 囲 気 での意 見 交 換 を主 体 としてい

ます。多 くの参 加 者 は集 団 が苦 手 、人 前

で話 すのが苦 手 、難 しい内 容 が理 解 でき

ないなどの現 状 を抱 えており、自 助 グルー

プや中 間 施 設 などを継 続 できなかった方

が 中 心 で す 。ま た 、断 酒 へ の 課 題 設 定 も

固 まりきらず 持 続 的 に 飲 酒 問 題 を 持 っ て

いる方 がほとんどでした。 

 そのような現 状 を抱 える方 たちに対 する

課 題 設 定 として、「しらふの会 」ではその時

『しらふ 』で 参 加 で きることを最 優 先 として

います。日 々の生 活 でのスリップや、節 酒

で生 活 していくことも許 容 し、飲 酒 そのもの

が 参 加 中 止 の きっ か け に は な らな い 枠 組

みを心 掛 けています。 

 実 際 に 提 供 す るプ ログラムの テ ー マ とし

て飲 酒 、断 酒 それぞれのメリットデメリット、

飲 酒 が身 体 ・精 神 に与 える影 響 、飲 んで

しまうきっかけ、飲 酒 欲 求 への対 処 などを

教 育 的 な 情 報 提 供 を 行 い つ つ 、 率 直 な

現 状 な ど を 各 参 加 者 が 語 りま す 。内 容 を

進 めていく中 で、依 存 症 に特 徴 的 な否 認

だけでなく、飲 酒 すること＝悪 いこととの意

識 、飲 むと叱 られるとの潜 在 的 パターンを

強 く持 っている方 が多 いように見 受 けられ、

なかなか飲 酒 にまつわることについて正 直

に話 せない現 状 がありました。 

 しらふの会 では前 述 のとおり、飲 酒 自 体

に つ い て 大 き く否 定 せ ず 、 そ の 過 程 や 結

果 を確 認 していくことにとどまります。その

ような会 の進 められ方 に、「言 ってもいいん

だ 」とい っ た 雰 囲 気 とな り、徐 々 に 正 直 に

語 り始 める参 加 者 もいました。この点 につ

いては、しらふの会 を積 み重 ねる中 で大 き

な 収 穫 と な りま し た 。正 直 に 現 状 を 話 し 、

共 有 することでそれぞれの現 状 が課 題 とし

て 表 面 化 し 、 本 人 に と っ て 振 り か え り 、 考

える機 会 となることを期 待 しています。  

 当 初 は４、５人 で始 まった会 でしたが、現

在 参 加 者 は１０名 近 くにまでなりました。そ

の経 過 の中 で、身 体 面 のモニタリングやリ

ハビリとしてのウォーキング、参 加 の積 み重

ね の 実 感 や モ チ ベ ー シ ョ ン に な れ ば と 参

加 者 に参 加 カードを渡 し、参 加 ごとにシー

ルを貼 ることなど会 の進 め方 も変 化 させて

きました。 

 開 始 ９カ月 が過 ぎ、のべ実 施 回 数 ３０回

を超 えましたが、まだまだ試 行 錯 誤 の中 で

行 っ て い ま す 。 今 後 も 診 療 所 に つ な が る

方 の現 状 に合 わせ、より役 立 つものになる

よ う に 積 み 重 ね て い き た い と 考 え て い ま

す。 

（郡 司  孝 行 ） 
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 「橋 本 さん、来 週 稲 刈 りがありますが、いっ

しょに行 きませんか？」。今 から 14 年 前 、私

が診 療 所 でのアルバイトの面 接 で、田 中 俊

夫 さんにお会 いした時 に俊 夫 さんからかけら

れた言 葉 です。私 が診 療 所 で働 くきっかけ

は農 作 業 ができるという理 由 でした。 

 寿 町 のことは以 前 から知 ってはいましたが、

診 療 所 の特 徴 や患 者 さんのことなど一 切 解

らない私 でしたが、俊 夫 さんからの誘 いに乗

って運 転 手 として参 加 した次 第 です。稲 子

へ行 く当 日 、道 を歩 いていた方 に俊 夫 さん

が 「 今 か ら 稲 子 に 行 く か ら 一 緒 に 行 こ う 」 と

声 をかけ、その方 も何 も持 たないまま車 に乗

ってきました。 

 あとでその方 のあだ名 が「まんがいち」さん

で、ほとんどの会 話 が「まんがいち」しか言 わ

な い 不 思 議 な 方 で し た 。 そ の こ ろ は 、 総 勢

20～30 名 近 くいたような気 がします。稲 刈 り

をし、近 くの共 同 浴 場 へ行 きましたが、その

帰 りに「タバコ屋 へ寄 ってほしい」「私 はここ

から歩 いて帰 る」など、個 性 的 な面 々がそれ

ぞ れ 思 い 思 い の 発 言 をされ 、なん となくうろ

たえたことを覚 えています。あれから 14 年 。

いろいろありました。 

 あのころのメンバーさんで今 いらっしゃる方

は１名 。稲 子 農 場 では、季 節 ごとのさまざま

な 農 事 も 行 っ て お り 、 ス タ ッ フ の 子 ど も も 参

加 し て い ま す 。 時 が 流 れ る 中 で 、 様 々 な 農

事 を大 切 にしている稲 子 。これからもよろしく

お願 いいたします。       （橋 本  等 ） 

	
 5 月 16 日から 17 日にかけて、デイケアのイ

ベントで稲子の田植えが行われました。	
 
	
 参加者の感想文と絵日記です。（編集部）	
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同病あい憐れむ	
 

 標 題 のような言 葉 があり、結 構 よく使 われている事 は皆 さんよく御 存 知 の通 りで

す。しかしその場 合 、比 喩 的 に“病 い”と云 ってはいても、本 当 の病 いではない

事 が多 いです。私 の場 合 は本 当 の病 いであることがしばしばあり、患 者 さんと一

緒 にため息 をつきあったりしています。“相 手 の身 になって”とか、“想 像 力 を働 か

せて”とかよく云 われますが、そんなこと簡 単 に出 来 るわけはないよね、等 と思 っ

たりしています。私 の場 合 たくさんの病 気 をもっているものだから、同 じ病 気 をも

っている患 者 さんと話 しをする機 会 も多 く、まさに同 病 あい憐 れんでいます。私 の

病 歴 をあげてみますと、20 年 前 の 56 歳 の時 に脳 梗 塞 を発 病 し、右 半 身 不 全 麻

痺 の後 遺 症 が残 っています。9 年 前 の 67 歳 の時 には、不 安 定 狭 心 症 を発 病

し、心 臓 カテーテルをやって、冠 状 動 脈 にステント（金 属 の管 のようなもの）が入 って

います。その 4 年 後 の 71 歳 には、脊 柱 管 狭 窄 症 を発 病 し、歩 行 はますます難 し

くなり、立 位 は不 安 定 、座 位 でもかなりの腰 痛 があります。更 に医 大 の三 年 生 の

49 歳 の時 から高 血 圧 となり、以 来 今 日 迄 降 圧 薬 の服 用 を続 けています。その

上 に糖 尿 病 があり、一 昨 年 の 12 月 からは、膵 臓 癌 の宣 告 を受 けて抗 癌 剤 を服

用 しています。 

 一 番 患 者 さんと共 感 しあうことが多 いのは、腰 痛 です。“痛 いのって嫌 だよね”

とか、“でも歩 かないと歩 けなくなっちゃうからね”とか云 いあっています。糖 尿 病

の人 とは、食 事 制 限 についての愚 痴 、高 血 圧 の人 とは、脳 出 血 に対 する不 安 、

脳 梗 塞 の人 とは、“再 発 しないように気 をつけようね”等 と話 します。医 者 として

は、患 者 さんに対 して、客 観 的 、科 学 的 に説 明 し、治 療 をしていかなければなら

ないわけですが、その上 で、共 感 できる事 は共 感 していければいいと考 えていま

す。患 者 さんは多 くの場 合 孤 独 で、不 安 にさいなまれている。そして、同 病 者 に

対 して多 少 なりとも仲 間 意 識 を感 じられると、少 しだけでも気 持 が楽 になると思 う

からです。“同 病 あい憐 れむ”は、一 種 の癒 しでもあるのです。 

（田 中  俊 夫 ） 
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 これまで、ずっと昔の寿を知っている人から、

「海外から運ばれてくる麻袋に南京虫が潜んでい

て、偶然港湾労働者の服などに付着して持ち帰り

簡易宿泊所に住み着くことがあった」「南京虫は明

かりが嫌いだから、港湾労働者は夜でも電気をつ

けて寝ていた」と聞くことがあった。そのため私

は、南京虫は港湾労働と密接な生物とぼんやり思

っていた。その後、最近になって、南京虫の正式

名称は「トコジラミ」だと知った(寿界隈では今でも

南京虫のほうがポピュラーであると思う)。	
 

	
 港湾日雇労働者は、コンテナ輸送化による大規模な人員削減や常用雇用化により、1960～70 年代

頃激減していった。ということは、もう随分前から横浜港から寿への南京虫の「持ち帰り」は、ほ

ぼ無くなったはずである。だが、当診療所では、1996 年の開所以来、南京虫被害の話しは時折耳に

入ってくる。南京虫が何代にも渡って世代交代を続けている場合があるのだろうか、あるいはどこ

からか持ち込まれる場合があるのだろうか。誰もその実態を掴んでいない。南京虫に聞くしかない

が、教えてはくれないだろう。	
 

	
 一方で、2012 年には遺伝子が変異し耐性をつけた“スーパーナンキンムシ”が NHK「クローズア

ップ現代」で取り上げられた。報道では、「戦後、DDT の大量散布で一度は駆除されたかにみえたこ

の虫が今、再び海外から持ち込まれ、その被害が増加している」とされ、一般に広がってもいる。	
 

	
 こうした中、昨年より駆除に乗り出したのが横浜市中区である。駆除費用を一部補助するという、

この歴史的な事業の内容や南京虫の生態・駆除方法などについて、担当部署の生活衛生課環境衛生

係に伺った。	
 
 
■「駆除費用一部補助」導入の経緯を教え

て下さい	
 

	
 中区では、住民からの害虫駆除の相談を窓

口や電話で受け付けてい

る。その都度、害虫への対

処方法などを助言してき

た。近年、寿からのトコジ

ラミ相談が顕著に増えて

きた（特に簡宿のオーナー）。

区としても、特別の要因が

あるのではないかと考え

たが、よく分からなかった。

これまでも住民や帳場か

らの相談があり、現地調査

をし個別指導をしてきた

が、被害が思いのほか多く、

駆除は地域全体の課題で

あると再認識するように

なった。こうして、各居室

への個別対応ではなく、建

物全体への対応として対策を取ることになっ

た。しかし、そうなると費用がかかるため、

補助金を使いながら対処することとなった。	
 

	
 昨年度は、本当は 4 月から始めたかったが、

予算の関係、区役所内と

寿地区内での調整もあり、

10 月に本事業のアナウン

スをして、4 月から遡って

適用することになった。

昨年度は43件の申請があ

り、うち簡宿が 40 件(実数

36 軒)、病院が 3 件であっ

た。駆除は、業者に委託

して実施したケースが 37

件、所有者が自ら実施し

たケースは6件であった。

費用の平均値は、約 11 万

5 千円となっている（以上

の数値は、暫定値）。簡宿や

病院では、普段から業者

中区トコジラミ駆除費用	
 
一部補助制度	
 

	
 
対象者：中区内の病院及び診療所、薬局
または寿地区内簡易宿所等の所有者等	
 

補助（2015 年 4 月 1 日以降の実施分）	
 
①駆除事業者による費用の１／２（ただ
し上限 5万円）	
 
②補助対象薬剤費用の１／２（ただし上
限 5万円。有機リン系又はカルバメート
系等の殺虫剤が補助対象）	
 
	
 なお、①、②のいずれも、トコジラミ
の発生が確認され、実際に駆除を行った
場合に限る	
 

申請期間(1 次募集)：2015 年 4 月 1 日〜
7 月 31 日まで	
 

問い合せ先・申請先	
 
	
 中区生活衛生課環境衛生係	
 
	
 中区日本大通 35 中区役所別館 4 階	
 
	
 電話：045-224-8339	
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による害虫駆除が行われており、トコジラミ

についてもその流れで実施する場合が多い。

また、簡宿の駆除については、特定の居室だ

けではなく、建物単位で全館を一気に実施す

るのが普通である。	
 

	
 本年度は 2 年目ということで、一次募集を

4 月から始め、トコジラミの活動期である 7

月 31 日までとした。真夏までに“ドーンと叩

いて”駆除しておくと効果的で、後で被害を

少なくすることができると考えた。	
 

■ところで、一体どのような虫ですか	
 

	
 トコジラミは、卵から成虫までの期間は約

40 日間で、夏場では約 1 ヶ月で成虫になる。

成虫は羽がなく楕円形で赤

褐色、大きさは5〜8ミリで、

夜間に活動し、雌雄・幼虫・

成虫全て、人や動物の肌の

露出部を刺し吸血する。た

だし、刺されても、ほとん

ど痛みは感じない。吸血時

間は長く、大量の血液を吸

う。血を吸うと身体が大き

くなってしまう。そのため、

糞
ふん

（血糞
けっぷん

）を出して小さくな

ってから、狭く暗い巣に入り

潜伏する。その周辺には糞が

たまり、黒褐色に汚れている。	
 

	
 巣は、隙間（壁、柱、ソファ、布団、マットレ

ス、段ボール、畳、ベッド、押入れ、コンセント、

電化製品など）、家具の引き出し、床板の継ぎ

目に多い。つまり、人間の家は、トコジラミ

にとって暮らし易い環境ということになる。

ちなみに、吸血しなくとも、1 ヶ月以上生き

ていることもあり、恐るべき生存能力を備え

ている。	
 

	
 雌は、1 日に 4 個ほど、一生に 500 個程度

の卵を断続的に産む。	
 

■どのような被害がありますか	
 

	
 トコジラミによる最大の被害は、強い痒み

の持続にあり、二次的には安眠できないとい

った精神的な影響をも及ぼす。なお、吸血し

た血液や唾液による感染は、過去に事例はな

いと言われている（ただし絶対にないとは言えな

い）。 

■予防や駆除には、何が有効ですか	
 

	
 予防は、室内の整理整頓、掃除機によるこ

まめな清掃を行い、トコジラミが住みにくい

環境を作ることである。また、外からの持ち

込みを防ぐためには、購入した家具・電化製

品・古本のチェックをするこ

と、捨てられているものを拾

わないなどが挙げられる。	
 

	
 駆除は、第一に、糞がある

ところには巣があるので、巣

の周辺に「有機リン系」「カ

ルバメート系」の殺虫剤を吹

き付けて、巣から出てきた時

に身体に薬剤が着き死亡す

るのを待つ（残留噴霧法）。第

二に、熱に弱く 70℃前後で

死亡するため、業者の専用ト

ラックの荷台の中で2時間程

度衣類等を熱する方法、ソフ

ァなどスチーマーで少しず

つ駆除する方法がある。なお、業者による駆

除には一般に保証が付いているため、「取りこ

ぼし」があったら再度駆除をしてくれること

が多い。	
 

■最後に、メッセージをお願いします	
 

	
 「ぜひ、この補助事業を利用してください。

これをきっかけにして、トコジラミの予防や

駆除を進めて欲しいと思います。」	
 

（松本	
 一郎）	
 

トコジラミのイラスト	
 
（横浜市保健所パンフレット「トコ

ジラミに注意！	
 持ち込まない！	
 

増やさない！」より）	
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【国レベルの貧困対策】社会保障審議会生活保護基準部会が住宅扶助や冬季加算等に関

する報告書をとりまとめ[1.9]	
 ／政府が 2015 年度予算案で住宅扶助・冬季加算の削減

を閣議決定[1.14]／民主党が「共生社会創造本部」の初会合開く[2.3]／首相施政方針

演説で子どもの貧困対策に力を入れることをアピール[2.12]／生活困窮者自立支援法

施行(全国の福祉事務所設置自治体で相談窓口開設)[4.1]	
 ／子どもの貧困対策基金の新設が「子

供の未来応援国民運動」発起人集会で採択[4.2]【本】野本三吉(加藤彰彦)『子どもとつ

くる地域づくり』(学苑社)刊行['14.11.8]【労働】寿労働センター「ことぶき	
 NO.6」発

行['14.11]／同センター、Ｌプラザ 1 階への来年 4 月移転を会館に掲示[6 月]【夜間銀

行】第 1回寿貯蓄組合残余財産金使途検討会['14.12.4]【センター(寿町総合労働福祉会館)】

地域意見交換会で「基本設計」（ゾーニング等）を検討中(今年度後半から来年度にかけて「実施設

計」を検討予定)[第 1 回'14.12.9、第 2 回 2.10]／本年度末で会館を退去する寿クリーンセ

ンターが事業存続のため寄付金募集[5 月]【人権】横浜弁護士会が 2014 年度「人権賞」

を生活困窮者支援に取り組む「インクルージョンネットよこはま」に贈ることを決定

['14.12]【商業店舗】南雲ガラス店閉店['14.12]／COFFEE こま閉店['14]【簡易宿泊所】

東会館オープン(寿町 3-9-6)[1.5]／濱ゆめオープン(長者町 1-1-13)	
 [3.1]／5 月 17 日未明の

川崎市日進町の簡宿「吉田屋」「よしの」全焼火災(死者 10 人)を受け、横浜市内木造簡宿・

旅館(35 施設<中区内は 6施設>。うち寿地区内 3棟)の緊急立入り検査が始まる[5.19]／白樺荘新

築予定(6.15 解体予定)[5.20 現在]／G1-bild オープン(「ミラージュ」改築。扇町 1 丁目では初め

て)[6.2]【野宿者】1 月実施の全国調査によれば横浜市内の野宿者は 548 人（内男性 535 人

女性 13 人）[1 月現在]【介護】ことぶきゆめ会議「寿地区に住む要介護 5 の人の生活を知

ろう」開催[2.26]	
 ／訪問介護ステーションふぁいと寿オープン(寿洛ビル 1 階)[5.1]【子

ども】横浜市、生活保護世帯等の子どもへ寄り添い型学習支援事業を全区実施[2 月]／

神奈川県子どもの貧困対策推進計画策定[3.31]／横浜市、子どもの貧困対策に関する計

画検討業務委託プロポーザルの実施公告[4.9]【リカバリー】AA 横浜地区の集いでの鈴

木院長講演(3/31 付神奈川新聞掲載)[3.29]	
 【ネットカフェ】かながわチャレンジネット廃

止[3 月]【生活困窮者法】横浜市、各区生活支援課生活支援係で本法に基づく事業を直

営で開始／寿地区内のはまかぜ、仕事チャレンジ講座、寿地区寄り添い型学習等支援事

業は本法適用となる（はまかぜは「生活自立支援施設」へ）[4.1]	
 【市議選】森英夫氏が中区で

立候補(4.3 告示、3,273 票で落選)[投票日 4.12]／同氏「命からしんぶん	
 1 号」発行[5 月]

【生活保護】横浜市、7月 1 日より簡宿の住宅扶助額(特別基準)引き下げへ(月額 69,800 円か

ら 68,000 円<1,800 円減>)[6 月]【高齢者】コトラボ(ヨコハマホステルヴィレッジ)「第 1 回アフタ

ヌーンカフェ（中区ことぶき高齢者健康維持支援事業）」開始[6.4]	
 

	
 ※	
 	
 ※寿町に関係する国・自治体の政策等も一部含まれます。	
 	
 （寿町関係資料室	
 松本	
 一郎）	
 

 

	
 ※	
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診診診    療療療    所所所    日日日    誌誌誌	
 	
 	
 ’’’111444 年年年 111222 月月月〜〜〜’’’111555 年年年 555 月月月
12 月	
 最近、Ｕクリニックにお世話になっ

ています。	
 

12 月 12 日	
 診療所忘年会。今年もお世話にな

りました。	
 

12 月 19 日	
 警備員をしていたＩさん。仕事を

辞めてからお酒が止まらずげっそりした姿

で登場し、びっくり。	
 

12 月 26 日	
 デイケア、クリスマス会。	
 

	
 	
 S さん、診察終了後、近くのコンビニで、

けいれん発作で倒れ運び込まれる。以後、担

架を買う。	
 

12 月 30 日	
 年末年始が長期間のため、本日午

前まで診療。	
 

	
 

1 月	
 長い年末年始の休暇でした。皆さん、

よく飲みました。	
 

1 月 23 日	
 DOTS のＮさん、来院がないので訪

問するとカミソリで首を切っており、救急搬

送。	
 

1 月 28 日	
 精神状態の落ち着かないＨさん、当

日の午後の入院が決まっていたが暴れ、警察

同行で入院となる。	
 

	
 

2 月	
 今年のインフルエンザは流行が早く、

もう下火です。	
 

2 月 5 日	
 しらふの会の中間報告会行われる。	
 

2 月 21 日	
 はまっ子のＡさん連続飲酒で入院。

移動途中で目覚め、「こんな田舎やだ」と叫

ぶ。	
 

2 月 25 日	
 弓野医師、本日で一時終了。タンザ

ニアに旅立ちます。	
 

2 月 28 日	
 診療所のレイアウトを変えました。	
 

	
 

3 月	
 家族と連絡のとれる方の精神科の入

院同意は大変。	
 

3 月 5 日	
 山梨大学の学生さん、寿町を見学。

田中医師のお話を聞く。	
 

3月6日	
 救急隊を日に数回呼んでいたＩさん、

入院となる。ちょっと寂しくなりました。	
 

3 月 14 日	
 DOTS に来ていたＵさん、何故か千

葉で保護され、千葉の救急病院経由警察車両

で受診。	
 

3 月 17 日	
 カルテ 6000 枚突破。栄光の番号を

獲得した方はいつもお世話になっているヘ

ルパーさんでした。	
 

3 月 26 日	
 内科合併、ADL 低下している方の精

神科入院先探しに苦慮する。	
 

3月 27日	
 全身しらみのAさん。お風呂に入り、

散髪し、着替えて入院するが、卵が孵ったの

か、病室で大発生したという情報が入る。	
 

3 月 28 日	
 DOTS に来ていたＫさん、飲酒止ま

らず、鈴木医師と神奈川病院へ入院。	
 

	
 	
 診療室のインターフォンの修理をしまし

た。	
 

	
 

4 月	
 春はやっぱり落ち着きがありません。	
 

4 月 1 日	
 熊倉医師、水曜午後のみの診療に。

診療所 19 年目の春です。	
 

4 月 11 日	
 デイケアＩさん、土曜午後に炎症反

応が上昇していることが発覚し、急遽入院。	
 

4 月 18 日	
 退院後、先ほどまで待合室で待って

いたＥさん、警察署で保護され措置入院。	
 

4 月 30 日	
 久しぶりにソフト救急で入院。	
 

	
 

5 月	
 ＧＷ前が支給日だったためか、スリッ

プする人、金欠病の人多発	
 

5 月 2 日	
 Ｎさん、ようやく入院に応じ、鈴木

医師と共に神奈川病院へ入院。	
 

5 月 8 日	
 第 1 回 20 周年記念準備会開催	
 

5 月 9 日	
 DOTS の N さん、糖尿病の悪化あり、

スイーツ療法開始(スイーツ療法＝ゼロカロリー

のゼリー、羊羹などを DOTS に来たら渡す)。	
 

5 月 15 日	
 開設以来の患者のＩさん、帳場さん

に連れられ腹痛で久しぶりの受診。入院後が

んが見つかり、手術になる。	
 

5 月 16 日～17 日	
 デイケア、稲子へ田植え。	
 

5 月 20 日～21 日	
 デイケアへ東邦大の看護学

生さん見える。メンバーさんウハウハ。	
 

5 月 26 日	
 古くからの患者Ｋさん、町にいると

いじめられてしまうので、入院経由町外へ。

人口が一人減りました。	
 
 

（矢島	
 雅子）	
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◇診療科目	
 精神科 	
 神経科 	
 心療内科	
 

内科 	
 整形外科 	
 鍼灸 	
 

	
 
	
 9時30分	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 12時	
 14時	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 17時	
 診療科目	
 

月	
 休	
 診	
 	
 

火	
 鈴木伸・天田・渡部(月 2 回)	
 鈴木伸・天田・渡部(月 2 回)	
 精神科・神経科・心療内科・内科	
 

水	
 土屋・吉廣	
 土屋・熊倉・吉廣	
 精神科・神経科・心療内科・内科	
 

木	
 鈴木伸・大脇・土屋・三橋(第3)	
 鈴木伸・大脇・土屋・三橋(第3)	
 精神科・神経科・心療内科・内科・整形外科	
 

金	
 鈴木伸・土屋・吉廣	
 土屋・吉廣	
 精神科・神経科・心療内科・内科	
 

土	
 
鈴木伸・田中(第2･4週)・鈴木美
奈子(月2回・エコー検査)・土屋(月
１回)・野本(月１回)	
 

	
 精神科・神経科・心療内科・内科	
 

	
 	
 	
 ※12-14 時はお昼休み	
 

	
 

	
 

	
 9時30分	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 13時	
 14時	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 17時	
 

火	
 新井・佐藤	
 新井	
 

水	
 新井・富永	
 新井・富永	
 

木	
 新井	
 新井	
 

金	
 新井	
 新井	
 

	
 	
 	
 ※13-14 時はお昼休み	
 

 ○保険扱い 
国民健康保険	
 各種社会保険	
 生活保護	
 障
害者総合支援法（その他、医療福祉相談も受け
付けています）	
 

○心理判定	
 

○寿町関係資料室	
 
寿町にまつわる資料収集、調査研究を行う

「資料室」を併設しています。	
 

◇所在地	
 
〒231-0025 横 浜 市 中 区 松 影 町 2-7-17	
 

リバーハイツ石川町 1･2Ｆ	
 

◇でんわとファックス	
 
(045)651-­2305(診療所) 
(045)305-­4322(鍼灸院) 

◇e-mail	
 info@kyoudouclinic.com  

◇ホームページ	
 

http://kyoudouclinic.com 

2015 年 6 月 30 日現在	
 

(鍼灸院は予約制のため、お電話等で確認の上、ご来院ください)	
 


